
 

〔Ⅰ〕令和元年度事業報告 

 
1．概要 
 令和元年度のわが国経済社会は、激震の 1 年であった。10 月天皇即位式が行われる一方、

大災害が続き 1、令和 2 年 2 月新型コロナウィルス感染症が発生 2した。経済も、異次元金

融緩和が継続される中、10 月消費税が引き上げられ 3、雇用環境、訪日外国人観光客も厳

しさが増す兆しが現れる中、年度末からの未曾有の新型コロナウィルス感染症に直面する

こととなる。政府の手厚い地方創生政策やインバウンド効果等で何とか持ちこたえていた

地方経済も新型コロナウィルスで一挙に厳しさを増すこととなった。 
年度実質 GDP 成長率は△0.1％（1 次速報、1-3 月は年率△3.4％）とマイナス成長とな

り、特に、消費及び民間企業設備投資が低迷、輸出入、雇用関係、観光動向等の諸指標も

年度末にかけて一挙に悪化、戦後最長の景気回復も終止符を打ち「急速な悪化が続いてお

り極めて厳しい状況」となっている。 
この中で、政府は、国家戦略特区、地方創生交付金等の地方創生政策を推進しているが、

依然として東京圏への人口流入が続く等、顕著な成果は現れていない。その中での新型コ

ロナウィルス感染症であり、今後の地方経済動向が懸念される。 
このような情勢の中で、当財団は「都市化の進展による都市・地域の変化」の実態を直

視しつつ、そのあるべき姿について調査研究、提言支援等を行った。 
 
2．調査研究 
都市再生・地域再生・国土計画等に関する時宜に応じたテーマを選定、調査研究会を設

置して研究会を開催した（研究会開催：21 回）。研究会概要は財団 HP で公表し、季刊都市

化等で適宜社会に情報発信を行った。 
 

3．地方再生事業への提言・支援 
 国家戦略特区中山間農業モデル構築、公共施設整備事業、地域振興事業、南海トラフ対

策関連、PFI・コンセション事業等に関し、現地支援・提言を行った（地方出張 29 回）。特

に、今年度は人手不足、公共事業入札不調不落に対応した様々な事業発注方式が大きな課

題となった。 
4．地域データベースの充実と活用 
 地域の経済社会に関する様々なデータベースの更新・充実を行った。即ち、人口、労働、

県民生産、事業所、財政、金融、経済動向、農林水産、製造業、卸小売、サービス、観光、

                                                   
1 8 月九州豪雨、9 月千葉県を中心とした令和元年台風 15 号、10 月令和元年台風 19 号（箱根

での集中豪雨被害）等。 
2 令和 2 年 2 月 11 日、横浜港停泊のクルーズ船ダイアモンドプリンセス号で新型コロナウィル

ス感染。 
3 10 月 1 日：8％⇒10％。 



 

運輸・交通、港湾、エネルギー、情報・通信、生活、文化、国際交流等の広範囲にわたる

地域データの整備・データ補充を行った。当年度は、東京圏への更なる人口流入を受け、

首都圏の人口移動関連データの整備を重点的に行った。 
 
5．社会への情報発信 
都市再生、地域再生等財団で調査研究した成果を、HP 等を活用して社会に情報発信を行

った。財団季報「都市化」において研究成果を公刊（5 件）するとともに、国土・地域問題

をテーマとして各界からの寄稿（3 件）を財団論壇に掲載した。更に、日刊建設工業新聞「所

論諸論」コラム掲載（4 回）を行うとともに、地域経済データについて問い合わせがあった

ところへのデータ提供等を適宜行った。 
 
 
 
【参考資料】 
１．都市化に関する研究会 
（ⅰ）国土・都市計画研究会（4 回） 
（ⅱ）社会資本研究会（3 回） 
（ⅲ）地域社会資本研究会（4 回） 
（ⅳ）経済社会研究会（8 回） 
（ⅴ）道州制研究会（1 回） 
（ⅵ）都市・土地研究会（1 回） 
 
２．地域再生支援のための出張 
（ⅰ）近江八幡市関係（官庁街整備事業）：11.5 回 
（ⅱ）養父市関係（中山間農業モデルの構築《国家戦略特区事業》、ECI 方式による市民会 

館建設事業、他）：9.5 回 
（ⅲ）鳥取県関係（PFI・コンセション事業）：4 回 
（ⅳ）山鹿県小国町（地域振興事業）：1 回 
（ⅴ）岩手県西和賀町（第三セクター再建事業）：2 回 
（ⅵ）学会出席（日本地域学会《久留米大学》）：1 回 
 ※1 回の出張で複数の案件に跨った時は按分比計算。 

 

 

３．地域データベース 
（ⅰ）既存データ更新(社会資本、経済関連、人口労働等) 

（ⅱ）人口動向データ整備（国勢調査・住民基本台帳人口移動報告から首都圏を中心とし



 

た人口移動データの東京都内エリア別、男女・年齢別等) 

 
４．季刊都市化 
（ⅰ）梅原猛の人類哲学 
（ⅱ）社会的共通資本と空き家 
（ⅲ）現代貨幣理論 MMT について 
（ⅳ）ドイツのエネルギー政策と日本 
（ⅴ）平成とはいかなる時代だったのか 
 
５．論壇 
（ⅰ）新版「地域政策入門－地域創造の時代－」を読んで 
（ⅱ）経済効果 
（ⅲ）官民連携事業の再公営化 
 
６．日刊建設工業新聞コラム 
（ⅰ）2019/6：「梅原猛と国土」 
（ⅱ）2019/9：「空き家と信託」 
（ⅲ）2019/12：「入札不調不落」 
（ⅳ）2020/3：「MMT 理論」 
 
  



 

Ⅱ．【庶務事項】 
１.理事会及び評議員会等の開催 
（１）第３０回 理 事 会（書面開催） 

  日 時：令和元年５月２０日（月） 

  議 題：「平成 30年度事業報告及び計算書類承認の件」 

      「平成 30年度公益目的支出計画等実施報告の件」 

      「業務報告理事会開催の件」 

      「定時評議員会招集の件」  

 

（２）第３１回 理 事 会 

  日 時：令和元年６月６日（木）14：00～14：20 

  場 所：ルポール麹町会議室 

  議 題：「理事長及び業務執行理事の業務執行状況報告の件」 

 

 

（３）第１４回 評 議 員 会 

  日 時：令和元年６月６日（木）14：25～14：45 

  場 所：ルポール麹町会議室 

  議 題：「平成 30年度事業報告及び計算書類（決算書）承認の件」 

      「理事 7名及び監事 2名選任（全員重任）の件 

 

（４）第３２回 理 事 会 

  日 時：令和元年６月６日（木）14：50～15：00 

  場 所：ルポール麹町会議室 

  議 題：「理事長及び業務執行理事選任の件」   

 

（５）第３３回 理 事 会（書面開催） 

  日 時：令和元年６月２５日（火） 

  議 題：「臨時理事会開催の件」 

      「保有債券売却と代替債券購入について」 

 

（６）令和２年度の調査研究テーマ選定委員会 

  日 時：令和２年２月４日（火）14：00～16：00 

  場 所：海運クラブ会議室 

  議 題：令和２年度の調査研究テーマの選定 

 



 

（７）第３４回 理 事 会（書面開催） 
日 時：令和２年３月１０日（火） 

  議 題：「平成 31年度事業報告及び平成 31年度決算見込報告の件」 

      「令和 2年度事業計画及び収支予算承認の件」 

「評議員会開催の件」 

「平成 31年度業務報告理事会開催の件」 

 

（８）第１５回 評 議 員 会 

  日 時：令和２年３月１８日（水）14：00～14：50 

  場 所：ルポール麹町会議室 

  議 題：「平成 31年度事業報告及び収支決算見込報告の件」 

      「令和 2年度事業計画及び収支予算承認の件」 

      「理事長及び業務執行理事の業務執行状況報告の件」       

 

（９）第３５回 理 事 会 

  日 時：令和２年３月１８日（水）15：00～15：30 

  場 所：ルポール麹町会議室 

  議 題：「理事長及び業務執行理事の業務執行状況報告の件」 


